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病院の理念              〒418-0076   静岡県富士宮市錦町３番１号 

1.  患者本位の医療を行います。                TEL：0544-27-3151   FAX：0544-23-7232 

2.  良質な医療を行います。                 e-mail:h-kanri@city.fujinomiya.lg.jp 

3.  行政サービスという自覚を持った医療を行います。          http://fujinomiya-hp.jp 

  

 

 当院の整形外科は、平成 26 年度より 1 名体制

となっていましたが、平成 28 年度より、浜松医

科大学・北里大学（神奈川県相模原市）からそれ

ぞれ常勤医師 1 名の派遣が決定し 2 名体制になり

ます。小児科においても、2 名ないし 3 名体制と

なっていましたが、新たに日本大学（東京都板橋

区）から 1 名常勤医師の派遣が決定したため、県

立こども病院の派遣協力 1 名と合わせて 4 人体制

となる予定です。このほか、外科、産婦人科、放

射線科で浜松医科大学から 1 名ずつ医師増員が行

なわれ研修医も 2 名増員されて 7 名となり、診療

体制が拡充される予定です。新年度からは、退職者を差し引いた医師数は 8 名増員となり過去最多だっ

た平成 19、20 年以来の 61 人体制になります。 

 

富士宮市立病院では、地域医療の拡充を図るため、医学生・看護学生として就学中の者で卒業後富士

宮市立病院の医師・看護師または助産師として勤務しようとする人に対して、修学資金を無利子で貸与

します。国家試験に合格し、卒業後直ちに市立病院に常勤として貸与期間と同じ期間勤務した人は、修

学資金の返還が免除されます。 

医 学 生：月額 25 万円 原則として年間 3 名   

看護学生：月額  6 万円 原則として年間 5 名  

  申込〆切は 4 月８日（金）当日消印有効。申請者は 4 月１７日（日）・（予備日 16 日（土））に市

立病院内で面接を行い決定します。応募に関してご不明な点がありましたら、富士宮市立病院事務部病

院管理課までお問い合わせください。  

 
○整形外科・小児科医師の増員について  ○富士宮市医学生・看護学生修学資金貸与者の募集 

○エントランスの椅子カバーを新しくしました  ○お知らせ 
目次 

北里大学整形外科教授（右から 2 番目）との写真 



 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 1２月中旬から、エントランスホールの椅子カバーを刷新しました。過去に使用していた

椅子カバーは、市立病院建設当初から 25 年以上使用しており、ところどころ老朽化した部分が目立っ

ていました。そこで、新しくピンク色の椅子カバーに張替えを行ないました。張り替えた椅子は、肌触

りも良くなりすわり心地も改善されました。また、鮮やかなピンク色に変わったことで、エントランス

の雰囲気も明るくなり、患者さんから良い評判をいただいています。 

 

 

平成 28 年１月３１日（日）午前８時３０分から正午まで、市立病院において防災訓練を実施しまし 

た。医師 24 人、看護師 105 人、技師 43 人、薬剤師が 19 人、その他 119 人の総数 310 人が参加

し、職員へは訓練日時のみ通知し、訓練内容の詳細については通知せずに、実際にどの程度訓練できる

かを目的としました。平日勤務時間内に遠州灘沖を震源とするマグニチュード８、市内の最大震度 6 強

の地震が発生、倒壊家屋が多数あることを想定し、災害時初動訓練、消化訓練、トリアージ、患者搬送

や食料配布などの訓練を行ないました。実施後の反省会では、「職員だけでは搬送が回りきらないので、

ボランティアの方などの助けが必要。」「情報が錯綜するため、その仕分けを円滑に行なう必要がある。」

等の意見や感想がありました。 

  

 
●次回、市民健康講座の開催について 

第８６回「眼科疾患について（仮）」 開催日：平成 2８年 5 月２０日（金）  

講師:眼科 増田光司                           

※場所は南棟４階会議室、時間は１８：３０～２０：００です 

新しくピンク色にした

いすカバー（写真左）

と病院建設以来使用し

ていた旧椅子カバー

（写真右）カバーの張

り替えのみを行なった

ため、椅子本体は再利

用しています。 

エントランスでの受け入れ訓練 模擬重症患者搬送の様子 災害対策本部での反省会 


